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第52回定期中央委員会第52回定期中央委員会

全ての方針が満場一致で可決！全ての方針が満場一致で可決！

スローガン
１． 安全第一！現場第一！を掲げ新たな施策に立ち向かい、組合員の雇用と利益を守り抜くために、 

 26春闘勝利！過半数代表者選挙勝利！１万名組織をめざし、組織強化・拡大を実現しよう！

１． 健全なＪＲ東日本グループをつくり出すために、 
 不当・不法行為とあらゆる妨害を許さず「職場からの挑戦」でたたかいを強化しよう！

１． 「平和・人権・民主主義」を掲げ、「抵抗とヒューマニズム」の精神を根底に、 
 時代認識を深め平和で安心して暮らせる社会をめざして全組合員でたたかおう！

申17号 ２０２６年度賃金引き上げ等に関する申し入れ
１． 2026年4月1日以降のJR東労組組合員・社員の

　　職務能力給を一律18,000円 （昇給を含まない） 引き上げること。
２． 2026年4月1日以降のエルダー組合員・社員の
　　　　　基本賃金を　18,000円 引き上げること。
３． 2026年4月1日以降のセカンドキャリアスタッフ組合員・社員の

　　　　　基本賃金を　18,000円 引き上げること。
４． 現行の定期昇給額の水準を維持した昇給を実施すること。
５． 回答については、2026年３月16日から３月19日までと

すること。

１． 役割遂行賃金の  3.2ヶ月とすること。
２． 新制度移行に伴う変動要素を加味して、

 一律 ５万円を支給すること。
３． 支払いについては、2026年６月26日までと

すること。

４． 回答については、2026年３月16日から３
月19日までとすること。

制度改正を理由に賃金引き上げや夏季手当を抑制することは許さない！制度改正を理由に賃金引き上げや夏季手当を抑制することは許さない！
 ベースアップに格差はいらない！春闘破壊を許さない！ ベースアップに格差はいらない！春闘破壊を許さない！
厳しい現実の中での組合員・社員の奮闘と努力を一番の考慮要素として、厳しい現実の中での組合員・社員の奮闘と努力を一番の考慮要素として、
 モチベーションの向上に資する満額回答を求めます！ モチベーションの向上に資する満額回答を求めます！
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承認された事項
・ スローガン
・ 第44回定期大会以降の経過と当面の取り
組みについて

・ 労働協約・協定締結について
・ 2026年度暫定予算について
・ 組織財政検討委員会答申（「セカンドキャ

リアスタッフの新設」による組合員資格に
ついて）

・ ＪＲ東日本グループで発生する不当労働
行為を是正させ、働く者が安全で安心して
働ける健全な会社をめざす特別決議

・ 委員会宣言

申18号 ２０２６年度夏季手当等に関する申し入れ

確認された方針のもと、
 職場からのたたかいを強化しよう！


